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概要・特色
ネットワークを通じて世界的な規模で知識・技術の交流と共有が進み，政治・経済・文化をはじ

めとするあらゆる領域で，質の高い知的な協働活動がより多くの人々に求められる社会が現実のも

のとなりつつあります。そうした２１世紀の知識基盤社会に生きる力を培うために，子どもたち自身

が探究し，コミュニケーションし，協働する力を養う学校教育の実現が求められています。そして，

その実現は学校を担う教員の専門的力量と協働の努力に懸かっています。

福井大学大学院教育学研究科は，２１世紀の学校教育を担う中核的な教員の専門的力量の開発を目

的として，教職開発専攻（教職大学院）を設置しました。

求める学生像
教職専門性開発コース

・学校での長期の実習を通して，実践的に学び専門性を培っていこうとする人

・授業づくり・児童生徒の成長発達支援について実践に即して研究し，実践力を培おうとする人

スクールリーダー養成コース

・新しい学校づくりや学校組織のマネジメントの責務を担っている教員

・学校での協働研究の運営・推進に取り組んでいる教員

・授業づくり・授業改革・授業研究を積極的に進めている教員

・児童生徒の発達支援について実践と研究を進めている教員

入学者選抜方法の基本方針

専門科目Ａ「学校改革実践研究の基礎」では，教育改革・学校改革に関わる資料を検討し，小

論文にまとめます。これにより，教育改革の展開について理解し判断する力を評価します。専門科

目Ｂ「教育実践の分析」では，授業の記録を吟味，検討し小論文にまとめます。これにより，学習

の展開を分析し表現する力を評価します。専門科目Ａ・Ｂの筆記試験のほかに入学後の実践と研究

の進め方についての口述試験を行い，総合的に評価します。

Ⅰ．アドミッション・ポリシー
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教育地域科学部・教育学研究科の教育研究活動は，極めて高い評価を受けており，これまでに，

文部科学省の大学教育改革推進のための支援プログラム（ＧＰ＝good practice）４件の採択実績を

誇っています。

詳細は，本学公式ホームページで紹介しています。

（１）特色ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）

各大学の特色ある優れた大学教育改革の取組を支援

○１５年度採択「地域と協働する実践的教員養成プロジェクト」

（２）資質の高い教員養成推進プログラム（教員養成ＧＰ）

大学・大学院における教員養成の改善・充実を図る優れた取組を支援

○１７年度採択「学校を拠点に教員の協働実践力を培う大学院」

（３）専門職大学院等における高度専門職業人養成教育推進プログラム

教職大学院などの専門職大学院等における教育方法等の充実に資する取組を支援

○２０年度採択「実践力・改革力を培う長期協働実習の組織化」（国立大学４大学の共同事業）

（４）大学生の就業力育成支援事業

大学生の卒業後の社会的・職業的自立につながる就業力育成の向上に対する大学の教育改革

を支援

○２２年度採択「世代間交流と地域参画活動が生み出す就業力」

また，独立行政法人科学技術振興機構の公募事業にも１件の採択実績があります。

（１）理数系教員養成拠点構築事業

大学と教育委員会との連携により地域の理数教育において中核的な役割を担う教員（コア・

サイエンス・ティーチャー：ＣＳＴ）を養成する取組を支援

○２１年度採択「地域・学校拠点を活用する自己啓発型ＣＳＴ養成・支援システムの構築」

その他，文部科学省の特別教育プロジェクト経費にも１件の採択実績があります。

（１）高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実

福井大学の教師教育改革の実績を基に国際的な共同研究ネットワークの下，世界に通用する

教師教育プログラムを構築し，国内外に提案

○２２年度「福井大学モデルによる教職専門性開発と国際共同研究ネットワークの形成」

Ⅱ．特色ある教育研究活動
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Ⅲ．福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）
第２次学生募集要項

１．募集人員
・教職専門性開発コース 若干名

・スクールリーダー養成コース 若干名

２．出願資格
【Ａ】教職専門性開発コース

次の各号のいずれかに該当する者で，教育職員の普通免許状を有する学部卒業者等（平成２４年３

月３１日までに教育職員の普通免許状を取得見込みの者を含む），又は，国公私立学校等の所属長の

承認を得た現職教員（臨時的任用者を含む）。

（１）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に定める大学を卒業した者及び平成２４年３月３１日

までに卒業見込みの者

（２）学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者及び平成２４年３月３１日ま

でに授与される見込みの者

（３）外国において，学校教育における１６年の課程を修了した者及び平成２４年３月３１日までに修了

見込みの者

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における１６年の課程を修了した者及び平成２４年３月３１日までに修了見込みの者

（５）我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び

平成２４年３月３１日までに修了見込みの者

（６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者及び平成２４年３月３１日までに修了見込みの者

（７）文部科学大臣の指定した者（昭和２８年２月７日文部省告示第５号）

（８）平成２４年３月末日において，次に掲げる事項のいずれかを満たし，所定の単位を優れた成績

をもって修得したものと本研究科において認めた者

① 学校教育法第８３条に定める大学に３年以上在学した者

② 外国において，学校教育における１５年の課程を修了した者

③ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１５年の課程を修了した者

④ 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１５年の課

程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

（９）本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で，入学時までに２２歳に達している者

※出願資格の（８）又は（９）によって出願しようとする者は，事前審査が必要となるので，平成
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２３年１２月１４日（水）までに学務部入試課へ申し出てください。事前審査に必要な書類等について別途

通知します。なお，事前審査の結果は平成２４年１月１２日（木）頃に本人あて通知します。

【Ｂ】スクールリーダー養成コース

次の各号のいずれかに該当し，学校や地域でスクールリーダーとしての実践力・マネジメント力

を培うことを目指す現職教員で，国公私立学校等の所属長からの承認を得た者

（１）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に定める大学を卒業した者

（２）学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

（３）外国において，学校教育における１６年の課程を修了した者

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における１６年の課程を修了した者

（５）我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

（６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者

（７）文部科学大臣の指定した者（昭和２８年２月７日文部省告示第５号）

（８）平成２４年３月末日において，次に掲げる事項のいずれかを満たし，所定の単位を優れた成績

をもって修得したものと本研究科において認めた者

① 学校教育法第８３条に定める大学に３年以上在学した者

② 外国において，学校教育における１５年の課程を修了した者

③ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１５年の課程を修了した者

④ 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１５年の課

程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

（９）本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で，入学時までに２２歳に達している者

※出願資格の（８）又は（９）によって出願しようとする者は，事前審査が必要となるので，平成

２３年１２月１４日（水）までに学務部入試課へ申し出てください。事前審査に必要な書類等について別途

通知します。なお，事前審査の結果は平成２４年１月１２日（木）頃に本人あて通知します。

３．出願期間
平成２４年１月１７日（火）～２０日（金） 最終日１７時

（１）郵送の場合は書留郵便とし，封筒の表面に「教職大学院入学願書在中」と朱書の上，１月２０

日（金）１７時までに必着するよう十分配慮し送付してください。ただし，期間後到着した場合は，

１月１８日（水）以前の消印のある書留速達郵便に限り受理します。

（２）持参の場合の受付時間は，９時から１７時までです。ただし，検定料の持参はできません。

（３）出願期間終了後，受験票を送付します。１月２７日（金）までに受験票が到着しないときには，

学務部入試課に問い合わせてください。
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４．障害のある入学志願者等の事前相談

身体に障害があり，受験上及び修学上特別な配慮を必要とする場合は，出願期間開始１４日前ま

でに学務部入試課に相談してください。相談がない場合には，特別措置が認められないことがあり

ます。

５．出願等に係る事前相談

教職大学院への出願にあたって，事前に相談がある場合は，窓口教員に問い合わせてください。

また，窓口教員への連絡が取りにくいときは，学務部入試課へご連絡ください。

入試課直通電話：０７７６‐２７‐９９２７

６．事前説明会
日 時 平成２３年１２月２４日（土）１３時～１７時

１３：００～１４：５０ 修士課程説明会

１５：００～１７：００ 教職開発専攻（教職大学院）説明会

場 所 福井大学文京キャンパス アカデミーホール

建物の場所は，募集要項裏表紙の福井大学建物配置図（文京キャンパス）でご確認く

ださい。

＊出願を考えている方は，教職開発専攻（教職大学院）の説明会にぜひ出席してください。修

士課程説明会の出席も可能です。

修士課程説明会では，その特徴や研究内容について，教職開発専攻（教職大学院）との違い

も踏まえて説明します。全体的な説明の後で，領域毎に個別相談にも応じます。

教職開発専攻（教職大学院）説明会では，全体的な説明の後で，コース別に質疑応答を行い

ます。

出席を希望する場合は，事前に以下へご連絡ください。

連絡先 福井大学学務部入試課

ＴＥＬ：０７７６‐２７‐９９２７（入試課直通）

E-Mail：g-nyusi@ad.u-fukui.ac.jp

＊E-Mailの場合は，件名に「教育学研究科事前説明会」と記載してください。

７．ガイダンス
日 時 平成２４年１月２８日（土）１０時～１２時

場 所 福井大学文京キャンパス 総合研究棟Ⅴ（教育系１号館）６階 コラボレーションホール

＊入試とカリキュラムに関するガイダンスを開催します。出願した方は，必ず出席してください。

なお，都合により出席できない場合は，別途時間を設けてガイダンスを行います。事前に学

務部入試課へ連絡し，指示を受けてください。

窓口教員 電話連絡先（教員室）

松 木 健 一 ０７７６‐２７‐８７２９

川 上 純 朗 ０７７６‐２７‐８７３９
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８．出願手続
（１）出願書類の提出先

〒９１０‐８５０７ 福井市文京３－９－１ 福井大学学務部入試課

（２）出願書類等

書 類 等 摘 要

入 学 志 願 票
本研究科所定の用紙

写真票・受験票

卒 業 証 明 書

出身大学の卒業証明書で，大学長又は学部長等発行のもの。
卒業見込みの者は卒業見込証明書を提出してください。なお，本学卒業者
及び本学卒業見込者は提出不要です。
出願資格（２）に該当する者は，短期大学又は高等専門学校の専攻科の修
了証明書若しくは修了見込証明書を提出してください。

成 績 証 明 書
＊ 教職専門性開発
コース志願者のみ

出身大学の成績証明書で，大学長又は学部長等発行のもの（コピー不可）。
出願資格（２）に該当する者は，短期大学又は高等専門学校の成績証明書
と専攻科の成績証明書の両方を提出してください。

教育職員免許状写

教育職員免許状の表裏ともに写しを提出してください。免許状取得見込み
の者は，取得見込証明書を提出してください。既に教員免許状更新講習を
修了した者は，直近の更新講習修了確認書の写しを提出してください。こ
の場合は，教育職員免許状の写しは提出不要です。

教育実践報告書
「教育実践（研究）
の現状と課題」

本研究科所定の用紙
教職大学院では，学校が直面する課題に教師が協働して取り組む長期協働
実践研究を中心に据えています。この長期協働実践研究にかかわって次の
内容を含むものを作成してください。
教職専門性開発コース
①大学等でこれまで取り組んできた教育実践および教育実践研究について
②今後，学校での長期インターンシップにおいて取り組んでいきたいこと
スクールリーダー養成コース
①これまで取り組んできた教育実践（研究）の歩み
②学校（研究所ほか）において協働で取り組みつつある実践・研究のこ
れまでの歩みと現状
③学校（研究所ほか）での協働研究の今後の課題
既に行ってきた研究・調査・教育実践等に関する論文・報告・要旨
等の資料がある場合には，参考資料として添付することができます。
�
�
�
�
�
�

なお，教育実践報告書「教育実践（研究）の現状と課題」は，学力

�
�
�
�
�
�

検査における口述試験の資料として用います。所定の用紙に準じた
ものをワープロ等で作成しても構いません。

検定料振込受付証明書

３０，０００円を，本研究科所定の検定料振込依頼書を持参のうえ，最寄りの銀
行等（ゆうちょ銀行・郵便局は使用しないでください）の窓口で納入して
ください。納入時に発行される「検定料振込受付証明書」に「振込受付日
付印」が押されていることを必ず確認し，入学志願票の所定の欄にしっか
りのり付けしてください。なお，検定料の振込は，平成２４年１月１０日（火）
～２０日（金）の金融機関窓口受付終了時刻までに行ってください。ＡＴＭ，
インターネット，コンビニエンスストアは使用しないでください。

返 信 用 封 筒 受験票等を送付する封筒です。
志願者の郵便番号，住所，氏名を明記し，３５０円分の切手を貼ってください。

あ て 名 票
本研究科所定の用紙
合格通知及び入学手続書類の送付に使用するので，出願後に受信場所が変
更となった場合は，速やかに連絡してください。
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（３）出願に当たっての留意事項

① 出願書類は黒のインクまたはボールペン書きとし，かい書で正確に記入してください。

② 受理した出願書類等は，どのような理由があっても返還しません。

③ 納入済の検定料は，次の場合を除き，どのような理由があっても返還しません。

１）検定料を振り込んだが，本研究科に出願しなかった場合

２）検定料を誤って重複して振り込んだ場合

なお，返還方法については学務部入試課に問い合わせてください。

④ 出願書類等の記載事項が事実と相違していることが判明した場合には，入学後でも入学許

可を取り消すことがあります。

⑤ 外国語で書かれた書類については，日本語の訳文を添付してください。

９．選抜方法等
（１）選抜方法

学力検査及び提出された書類を総合して選抜します。

本研究科が課す選抜試験を一部でも受験しなかった場合には，失格となります。

（２）選抜期日等

① 日 時 平成２４年２月１１日（土） ９時００分 試験開始

＊試験開始１５分前には受付にて案内する試験室へ入室してください。

② 試験場（受付） 福井市文京３－９－１ 福井大学総合研究棟Ⅴ（教育系１号館）１階

③ 学力検査の内容

※ 口述試験開始時刻が変更となることがあります。

１０．合格者発表
平成２４年２月２１日（火）１０時

本学学務部入試課掲示場及び本学ホームページ（http://www.u-fukui.ac.jp/）に合格者受験番号

９：００～１０：３０ １１：００～１２：３０ １３：３０～

筆 記 試 験

口述試験専門科目Ａ 専門科目Ｂ

学校改革実践研究の基礎 教育実践の分析

該

当

者

学 位 記 写
出願資格（２）に該当する者は，提出してください。学位を授与される見
込みの者は，学士の学位授与を申請予定である旨の短期大学長又は高等専
門学校長の証明書を提出してください。

受験承諾書 学校に在職身分のまま入学を希望する者は，本研究科所定の用紙により，
所属長又はこれに準ずる者が発行する受験承諾書を提出してください。

福井県公立学校
教員採用志願者
選考試験合格
通 知 書 写

教職専門性開発コース出願の者で，平成２４年度福井県公立学校教員採用志
願者選考試験の第一次選考試験の合格者は，合格通知書写しを提出してく
ださい。

外国人登録原票
記載事項証明書

外国人にあっては，市区町村長発行の外国人登録原票記載事項証明書を提
出してください。
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を発表し，合格者あてに合格通知書を送付します。

なお，電話による照会には一切応じません。

１１．入学手続等

合格者には，合格通知書とともに「入学手続要項」等を送付するので，その内容をよく確認し

て手続を行ってください。

なお，入学手続期間内に所定の入学手続を行わなかった者は，本学への入学を辞退した者として

取り扱います。

（１）入学手続期間と方法

入学手続期間 平成２４年３月２１日（水）９時～２６日（月）１７時

入学手続は，郵送又は持参によるものとします。

郵送の場合は，入学手続期間内に必着するよう書留郵便で学務部入試課あてに送付してくだ

さい。入学手続期間後に到着したものは受理しないので郵便事情等を考えて早めに送付してく

ださい。

持参の場合は，入学手続期間の９時～１７時に学務部入試課へ提出してください。

（２）入学手続時に要する経費

① 入学料 ２８２，０００円（予定額）

② 授業料 前期分 ２６７，９００円（年額 ５３５，８００円）（予定額）

上記①②の納付金額は，予定額であり，入学時及び在学中に改定された場合は，改定時か

ら新たな納付金額が適用されます。

③ その他必要な経費

学生教育研究災害傷害保険料（２か年分） １，７５０円

（３）入学料免除・徴収猶予と授業料免除

入学料・授業料の納入が著しく困難な者には，入学料免除・徴収猶予，授業料免除制度があ

ります。希望者は，「入学手続要項」の入学料免除・徴収猶予，授業料免除に関する欄を熟読

して入学手続時に願い出てください。

なお，現職教員や，企業等に勤務している社会人にあっては，本研究科入学時の成績が優秀

な者について，入学後１年間（前期及び後期）の授業料を半額免除する制度があります。

１２．長期履修学生制度
本研究科に入学しようとする者で，職業を有している等の事情により標準修業年限を超えて計画

的に教育課程を履修することを希望する者は，長期履修申請の受付が３月５日（月）までとなってい

ますので，それまでに学務部教務課大学院係（TEL０７７６‐２７‐８６０５）へ願い出てください。

１３．現職教員等の修学に関する特例措置
本研究科の教育方法として，夜間その他特定の時間又は時期において授業を行う方法を講じてい

ます。

これは現職教員等に再教育の機会を設け，修学しやすくするため大学院設置基準第１４条に定める

教育方法の特例に基づくもので，修業年限の全期間にわたって，勤務終了後の時間帯や土曜日，日

曜日及び長期休業期間等に授業の単位を修得し，課程を修了することができます。
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１４．個人情報の利用
出願書類等に記載された個人情報（成績判定に関する情報を含む）は，①入学試験の実施，②入

学手続，奨学金等の制度の運用，③入学者の受入準備，④入試の改善や志願動向等の調査，⑤入学

後の履修指導や教務関係事務に使用する目的をもって福井大学が管理します。この目的の範囲内で

福井大学の教職員が利用する場合及び本人の同意を得た場合の他は，次に掲げる場合を除き，原則

として，他の目的で利用又は福井大学の教職員以外に提供することはありません。

１）捜査機関が捜査上必要とした場合等，行政機関等が法令に定める業務等を行うに必要な限度で

利用することについて相当の理由がある時に，当該行政機関に個人情報を提供する場合

２）提出された出願書類等の個人情報を電算処理する場合で，当該電算処理に係る業務を外部の業

者等に行わせるために当該業者に対する個人情報の提供が必要となった場合（なお，この場合に

は，当該業者に対して個人情報保護法の趣旨に則った保護管理の業務を，契約により課すことに

なります。）

３）提出された出願書類等の個人情報を，当該本人の権利利益を不当に侵害する恐れがない場合で，

学術研究の目的のために提供する場合

（問い合わせ先） 福井大学学務部入試課
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Ⅳ．学生募集要項等の請求方法

１． テレメールによる請求方法

（１）福井大学ホームページ（パソコン）からの請求方法
本学ホームページ（http://www.u-fukui.ac.jp/）の「入試資料の請求・閲覧」よりテレメ
ールにアクセスできます。
※「入試情報」では大学の概要や入試情報等も紹介しています。

（２）テレメールホームページ（パソコン・携帯電話）または自動音声応答電話による請求方法
①下記のいずれかの方法でテレメールにアクセスしてください。

②請求を希望する資料請求番号（６桁）をプッシュまたは入力してください。

③ガイダンスに従ってお届け先等の登録を行ってください。
・請求してから２～３日程で資料をお届けします。
・送料はお届けする資料に同封されている支払方法に従い，表示料金をお支払いください。
（支払いに際して手数料が別途必要になります。）
・テレメールでの請求についての問い合わせ先

テレメールカスタマーセンター TEL０５０‐８６０１‐０１０２（９：３０～１８：００）

２．郵送による請求方法（できるだけテレメールで請求してください。）
切手を貼った返信用の封筒を同封し，福井大学学務部入試課まで次により申し込んでください。
①「返信用封筒」（角形２号 ２４�×３３�）には，送付先（請求者）の郵便番号，住所，氏
名を明記し，３９０円分（１部の場合）の郵便切手を貼付してください。
② 大学あての封筒の表に，「教職開発専攻（教職大学院）第２次学生募集要項請求」と朱
書きし，封筒の裏には，請求者の郵便番号，住所，氏名を記入してください。
③ 請求先 〒９１０‐８５０７ 福井市文京３－９－１ 福井大学学務部入試課

３．窓口での請求方法
以下の本学窓口で配布します。（祝日を除く月～金曜日の９：００～１７：００）
文京キャンパス：福井市文京３－９－１ 福井大学学務部入試課

資 料 名 資料請求番号

教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）第２次学生募集要項 ５６３５１２

大学院教育学研究科案内 ５６３４１２

インターネット
（パソコン・携帯電話）

http://telemail.jp
※ＰＣ・携帯電話各社共通アドレスです。 携帯電話なら，ＱＲコードを読み取るだ

けでアクセスできます。

自動音声応答電話

ＩＰ電話０５０‐８６０１‐０１０１ （２４時間受付）

※一般電話回線からの通話料金は，日本全国どこからでも３分毎に約１１円です。
※住所・氏名等の登録時は，ゆっくり・はっきりとお話ください。
登録された音声が不鮮明な場合は資料をお届けできない場合があります。
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福井大学建物配置図
（文京キャンパス）

≪受験に関する問い合わせ先≫

福 井 大 学 学 務 部 入 試 課
〒９１０‐８５０７ 福井市文京３－９－１

TEL ０７７６－２７－９９２７

※本入学者選抜に関するすべての事項は，志願者本人がこの学生募集要項を
熟読することによって，必ず本人の責任で確認してください。


